平成14年度第4回入試専門委員会
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議事概要

1. 委員長あいさつ

2. 「入学者選抜実務担当者連絡会（研修）」の状況の報告

●
入試担当者は短期間で入れ替わっているのか。ベテランはいないのか。

―１年目から2年目の担当者が3分の2

―平均３年

―6年やっている人がいる

●
法人化になっていけば入試のエキスパートが生まれるのではないか。

· 宮澤：法人化により大学が主体的な取り組みを進めるとは限らない。入試についても年に一度の研修程度では対応できないのではないか。2日徹底的にやる位でないと駄目かもしれません。今後よく分析し、設置者も含めて共通の問題として取り組むべき。

3. 議題
（１）報告書内容の検討

全体的な骨格の確認　（資料2「最終報告書目次（案）」）

（２）各章の内容についての検討

１章　公立大学の入試をとりまく状況変化

→公立大学協会でたたき台出す。

　

２章　公立大学の入試状況（都立大）

（資料「公立大学の入試状況（入試基本データの収集、分析）」「入試実施方法の改善」）

●
４の公立大学の入試状況についてはもう少しきめこまかな情報を出すべきでないか。


単純に増加減少傾向と言ってしまっていいものか。

●
公立大学協会はどう評価、分析するかはっきりさせるべき。

●
資料編として４の詳細（集計結果）を巻末におき、2章や5章で役立たせたらいいのでは。

●
５教科７科目はデータを参考にさせていただきたい。

●
入試状況として重複しても巻末に資料編を置くべき。

３章　入試実施方法の改善について

（資料「入試実施方法の改善（入試ミス等への危機管理）」）　　

●
入試ミスの防止策→入試終了後の反省会を徹底すべき。

●
出題者に対して特別な評価をしているか。

●
データは企業の入力ミスあり。

―このチェックは行っているか→１つ１つ行っている。

· 外部委託はリスクではある。ミスがあったときには大学に責任がある。（損害賠償などない）

· 入試センターが認める業者が限られており、多くの大学が充分な体制をとってもらえない

●
天災、交通事故、犯罪等により受験開始時間に間にあわなかった場合はどうするかなど規定を設けるべきことが実はたくさんある。

４章　入試情報開示の拡大　

―採点・評価基準、合否判定、正解、回答例の公開（資料「情報公開について」）

●
合格者のＨＰ上の発表についてどのように考えていくか

―ハッカーの問題など

―個人に合格通知、ＨＰの方が早い

―通知が正式な発表である。　

―ＨＰは補助的なものであり、掲示で確認せよというのが基本

●
採点基準なども公開あり（山口大）

●
面接（口頭諮問）方式の開示

●
総合判断について（面接については点数化していないため難しい）

●
面接点本人非開示は取るのか→大学の主体性で決定すればよい。

5章　５教科７科目（入試センター試験）に向けた指針

（資料４－１「大学教育センター試験「５教科７科目」への対応について」）

· 現状での問題点と課題

―受験者の減少

―結論的に公立大学の多様性を考えると積極的に取り入れたほうがいいと必ずしも言えない。

総合大学でも取り入れないところがある

医学部など取り入れる傾向にある

●
新しい公立大学のカリキュラム体制に合わせてゆとりも取り入れる。

―ゆとり教育の流れの中で、５教科７科目制度は何を意味するか。

―私立大学などの付属進学教育の傾向と受験教育の傾向

●
私立との関係

―受験生が私立に流れる可能性はあるだろう（私立大学よっては5教科3科目の所もある）

（３）執筆スケジュール

年内までに最終報告提出

11月５日までに原稿提出

●次の入試専門委員会　11月29日2時半～

→6章は各大学から集約し、まとめる（公立大学協会に望むものなど）

（５）その他

· 公立大学での申し合わせ事項で現状に合わなくなってきているものもあり、問い合わせに答えにくいものもある。

· 大学統合、学部新設に関わる入試日程調整の問題、学部新設に関わる認可の問題。

→何らかの形で申し合わせを再度行う必要がある。

●　大学入試センターの成績提供データについて（資料５－２）

―看護系大学全体の問題。情報活用しにくい。改善要望あるがなかなか進まず。

―スペシャリスト必要。予算の問題も。

―入試センターの講習の実施など、事務局を窓口に改善を進める。

